
　当行は、育児休業や短時間勤務など、男性・女性とも利
用できる子育て支援制度を設けており、制度を利用しや
すい職場環境の構築に取り組んでいます。２０１４年には
「次世代育成支援対策推進法」に基づき、「子育て支援に
積極的に取り組む企業」として３回
目の認定を受けました。今年度も第
四期行動計画（期間：２０１４年度～２０１９

年度）に沿って、子育て支援を推進し
ています。

　当行の女性管理職は171名、管理職に占める女性の
比率は18.3％となっています（２０１５年３月末現在）。従来
は男性行員が中心であった得意先係、融資係等の職務
への女性の登用も、積極的に行っています。
　また、２０１３年４月に野村證券株式会社が「女性の活躍」
を切り口として銘柄選定した「ノムラ女子力３０」（株式

投資）に、滋賀銀行が選定されています。

　当行では、育児休業を最長で子どもが3歳になるまで
取得できます。なお、そのサポートを行うことで不安を
軽減し、育児休業を取得しやすい環境を整えています。

実質的な機会の平等を確保し、男女共同参画社会の実現に向けて
意欲と能力のある女性の活躍を推進しています。

ポジティブ・アクション

　女性管理職を養成し、女性同士のネットワーク構築
をサポートする「女性リーダー・エンカレッジ講座」
を毎年開催しています。

　子どもの参観日・運動会等の行事参加や、病院への
通院など、仕事と生活の調和を実現するため、年次有給
休暇を半日単位で利用できる「半日年次有給休暇制度」
を設けています。２０１４年度は、790名が取得しました。
　また、男性職員が配偶者の出産時の付き添いが
できるよう「配偶者出産特別休暇制度」もあり、２０１４年度
は20名が取得をしています。
　当行は、子どもの家庭教育に取り組む企業として、
滋賀県教育委員会と「滋賀県家庭教育協力企業協定」を
締結し、上記制度の利用を促進しています。

●育児休業取得後
　復帰に際して、ブランクなどへの不安を軽減するため、
２００８年より「育児休業復帰前面談」を実施しています。職場
復帰の２カ月前に、所属部店にて面談を行い、それぞれの
子育ての環境などを把握するように努めています。また、
職場復帰した後も「育休復帰後セミナー」を開催し、育児と
仕事の両立策や仕事への取組姿勢等、さまざまな意見
交換を行う場を提供しています。

●育児休業中
　「育休mamaセミナー」を２００９年より開催しています。
職場から離れていることへの不安を和らげることを
目的に、最新の銀行情報に加え、育児休業中の行員同士
が情報交換できる場を提供しています。
　これまでに18回開催し、のべ382名が参加しています。

　女性が活躍する職場づくりを目的に、女性の観点
から経営に提言を行う「女性活躍推進委員会」を
2006年から設置しています。

［ 育児休業取得者数の推移 ］
(名)

(年度末)

90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

‘03

10 8
16

24 26
36

45
54

70 77 73

15

‘04 ‘05 ‘06 ‘07 ‘08 ‘09 ‘10 ‘11 ‘12 ‘13 ‘14

積極的な女性の登用 育児休業者をサポート

ワークライフバランスを考えた制度の充実

女性活躍推進委員会

女性管理職の養成

子育て支援制度の充実

　2009年より滋賀銀行の「女性リーダー・エンカレッジ講座」
を毎年担当させていただいています。当初の講座では、
管理職になっていくことと、女性のライフイベント（結婚、
出産、育児）が両立できないと思っている女性たちも
多かったように感じました。それがここ数年、「仕事での
キャリアも女性としても輝きたい、すべてを手に入れたい、
だからこそ自分がどうしていけばいいか」を模索している
人が多くなりました。前年に受講した先輩から聴いて、
自ら手を挙げ参加を楽しみにしてきたという、まさに
パワフルな肉食系平成女子が増えています。
　また、2009年12月と2015年2月の支店長会議の中で

「ダイバーシティ時代 管理職の人間力の重要性」の講演
をしましたが、今年は食い入るように話を聴く支店長方の
真剣さを強く感じました。さらに、今年7月に初めて行った

「モチベーション・リーダーシップ」（1泊2日）の支店長研修
では、「自己中心的な考え方で固まっていることに気づいた」

「自分を見つめ直す良い機会となった」「この研修をすべて
の支店長に受講してほしい」というように、27名の支店長
全員に大きな気づきを持って帰っていただきました。
そこには、2009年女性リーダー研修に支店長代理として

参加していた女性との感動の再会もありました。
　女性活躍推進、ダイバーシティ推進のゴールは、組織が
軍隊型の昭和体質（縦糸型）から、多様性を認める柔軟な
平成体質（縦糸に横糸を紡いだ布）に変わる組織風土
改革です。それには制度を整えるだけでは不十分で、働く
全員の意識、行動、態度が変わる必要があります。女性の
場合、誰から変わり始めてもどんどん横に広がっていき
ますが、男性の場合は上から変わらなければ下の男性
が変わることができません。すべての支店長が人間力

（心の知性、EQ）を磨き、モチベーションリーダーになる
ことが重要です。「自分が活き活き働き生きること、かつ
部下たちが活き活き働き生きることをサポートすること」
この２つができていれば、男性・女性、すべての部下はきっ
とこう言います。「あなたの下で働きたい、成長できるか
ら！」滋賀銀行が、そのような支店長ばかりになることを
願っています。また、地方銀行は地域のリーディングカン
パニーです。今までもそうですが、これからも女性活躍
推進・ダイバーシティ推進に取り組む企業のロールモデル
として頑張っていただきたいと思います。私はそれを応
援し、見守らせていただけたら幸せです。

有限会社キュー
代表取締役

植田 寿乃

キャリアコンサルタント、ダイバー
シティコンサルタント。筑波大学芸
術専門学群卒。1998年独立し、有
限会社キューを設立。「経営陣、
管理職の人間力アップ」「女性管
理職育成」など公開講座や企業研
修・講演等を年間200日実施。著書
に「会社の未来は女性が拓く」（日
経新聞出版社）、「女性活躍推進
～12社のキーパーソンが語るイン
タビュー集」（経営書院）他多数。

人事部 執行役員人事部長
小西 哲也

役職員との
共存共栄について

第三者
意見

育休mamaセミナー

次世代認定マーク
（愛称「くるみん」）

10 8
16

24 26
36

45
54

70 77 73

15

当行は早くから得意先係や融資係に女性を
配 置 するなど、女 性 の 能 力 開 発に取り
組 んできました。２００６年には「女性活躍
推進委員会」を設置し、女性自らが活躍する
ための諸制度を充実させてきました。
　一方、銀行として「意欲ある女性たちをどの
ように応援すればいいのか？」と模索して
いました。その時めぐり会えたのが植田
先生でした。それ以降、約１４０名の女性

たちが植田先生の講座を受講し、女性リー
ダーのロールモデルとして活躍しています。

また、最近では、更なる女性活躍推進の
実 現には「 男 性 管 理 職 の 意 識 改 革 」が
不可欠であるといわれています。今年の
人材育成のテーマのひとつとして「管理職

（支店長）の人間力強化」を掲げ、女性のみ
ならずすべての職員が「いきいきと輝ける」
職場づくりを目指してまいります。

【 第 三 者 意 見 を う け て 】

［ 女性の管理職者数の推移 ］
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22　役職員との共存共栄 共 に 考 え 、共 に 築 く 。　23


